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研究成果の概要（和文）：高齢者や障害者が薬剤包装の開封に困難があることを調査した。そし

て、散剤、錠剤、一包化包装など各種薬剤包装の官能試験評価、客観的評価を行い、今後の改

良点と考えられる事項を検討した。また、嚥下しやすい新剤形としてゲルと包装が一体化した

形体の投与法を共同研究として評価した。危機管理上、高齢者や障害者にも扱いやすい薬剤包

装の要点を形、素材、色などの要素を含めて示しユニバーサルデザインの必要性を提唱した。 
 
 
研究成果の概要（英文）：We showed difficulty in opening of drug packaging among elderly 
and disable people. And we study risk and usability of drug packaging including powder, 
pill and dose pack in objective and subjective point of view, the study make some proposal 
for better usability packaging. Furthermore, we showed effectiveness of gel-together 
packaging for patients with swallowing difficulties. These studies leads to the idea of 
universal design packaging for every users. 
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１．研究背景 

医療の分野では、検査や治療に重責をもつ

医薬品の使いやすさや、わかりやすさを考慮

することは当然重要課題である。しかし、わ

が国の現状では薬の効用や有用性、新たな利

点などはマーケティングの重点と位置づけ

られているが、包装に関しては、それを重要

視した医薬品開発や商品説明はまだ数少な

い。一方国際的には、欧米を中心として医薬

品使用に関する危機管理、小児、高齢者、障

害者への配慮が重要視され、そのような配慮

によって結果的には服薬を取りまく有害事

象が減少し、経済的かつ満足度の高い医療に

貢献するという考えが浸透してきている。有

効性が高く高価な医薬品であればなおさら、

それらが末端の使用者に正しく使用されな
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ければ、医療資源の大きな損失にも繋がる

(Adherences New Eng.J Med 2010)。わが国

においても、医薬品包装のガイドライン作成

など具体的な対策を含めた検討が必要であ

る。 
 
２．研究の目的 

医療において、薬剤は小児から高齢者、ま

た健常者から種々の障害をもった人々まで、

使用者の限定なく適正に使用されることが

前提として投与されている。しかし、高齢者

や障害者に関して考慮された薬剤包装は少

なく「間違いなく服用する」「自立した取り

扱いが可能である」といった課題は達成され

ていないことも多い。薬物治療は疾病治療の

根幹であり、薬の有効性はいかなる対象者に

おいても最大限に発揮されるべきである。多

くの人が薬剤を適切にかつ利便性高く使用

できるような、薬剤包装のユニバーサルデザ

インの開発を目指し、医療および医薬品業界

においてこのような考え方の重要性を浸透

させることを目的とする。 
 

３．研究の方法 

多種の薬剤包装について官能試験と客観

試験を融合させた評価を行い、基礎的結果を

まとめるとともに、その結果解析を充実させ

ながら、課題ごとに実現化に必要な要素をま

とめる。大学・医療機関・製薬会社・包装企

業などと協力体制を構築し各専門性を発揮

して、かつ全体としては総合的な検討を行っ

て実現性ある提言を示す。 
 

４．研究成果 

散剤開封に必要な要素を、障害者や高齢者

において検討し、10N 以下の力で開封できる

包装の必要性を数値で示した。また、PTP 包

装の開封に必要な条件、服用しやすい剤形と

包装が一体化した新型包装についての評価

を行い有用性を示した。視認性の観点からは、

ユニバーサルカラーの使用が点眼薬におい

て必須であることを示した。今後はさらにユ

ニバーサルな医療用包装の必要性があるこ

とを提言する必要があることを課題として

示した。 
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